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申
し
上
げ
ま
す
。

「
令
和
」
と
い
う
新
た
な
時
代
を
迎
え
、
早
く
も
ひ
と
月
余
り
が
経
過
し

ま
し
た
。
新
元
号
に
選
ば
れ
た
「
令
和
」
は
、
日
本
に
現
存
す
る
最
古
の
和

歌
集
で
あ
る
万
葉
集
か
ら
の
出
典
で
あ
り
、
越
中
国
守
で
あ
っ
た
大
伴
家
持

を
通
し
て
多
く
の
歌
が
詠
ま
れ
た
富
山
県
と
し
て
は
、
縁
の
あ
る
元
号
に
親

し
み
を
感
じ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
「
令
和
」
の
考
案
者
が
、

富
山
県
高
志
の
国
文
学
館
の
館
長
で
、
国
文
学
者
の
中
西
進
氏
だ
と
報
じ
ら

れ
た
こ
と
も
非
常
に
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
新
元
号
「
令
和
」
に
は
、
「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
文

化
が
生
ま
れ
育
つ
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
モ
ノ
に

溢
れ
た
現
代
日
本
に
お
い
て
、
よ
り
豊
か
な
社
会
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

を
考
え
た
と
き
、
心
の
豊
か
さ
に
行
き
つ
く
の
は
、
自
然
な
こ
と
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
と
い
う
大
き
な
課
題
を
抱
え
る
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
心
を
寄
せ
合
い
、
思
い
や
り
の
輪
を
広
げ
て
い
く

こ
と
で
、
よ
り
良
い
富
山
県
に
近
付
く
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
新
時
代
の
幕
開
け
と
と
も
に
、
私
も
皆
様
の
お
か
げ
を
持
ち
ま
し

て
、
３
期
目
の
任
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
任
期
中
、
前
半
２
年
間
は
、

経
営
企
画
常
任
委
員
会
の
委
員
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
総
合
計
画
や
財
政
、

ま
た
人
口
減
少
や
少
子
化
対
策
、
男
女
共
同
参
画
等
々
を
所
管
す
る
委
員
会

で
す
。

議
員
生
活
も
９
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
丁

寧
な
活
動
を
心
掛
け
て
い
く
所
存
で
す
。

末
筆
な
が
ら
、
時
節
柄
、
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
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今
年
は
亥
年
。
選
挙
イ
ヤ
ー
で
あ
る
こ
と
は
ご

承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
統
一
地
方
選
と
参
院

選
が
１２
年
に
一
度
重
な
る
年
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
亥
年
選
挙
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

過
日
４
月
７
日
に
執
行
さ
れ
た
県
議
会
議
員
選

挙
に
お
い
て
注
目
さ
れ
た
投
票
率
は
、
県
下
全
体

で
４７．
０８
％
と
、
前
回
を
０．
２７
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、

微
増
と
な
り
ま
し
た
。

中
で
も
定
数
１１
人
に
対
し
て
１７
人
が
立
候
補
し
、

６
オ
ー
バ
ー
の
激
戦
と
な
っ
た
富
山
市
第
１
で
は
、

前
回
を
０．
６３
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
も
の
の
、
４２．

４７
％
と
激
戦
の
割
に
は
低
調
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
富
山
市
第
一
の
選
挙
で
は
、
自
民
党
公

認
候
補
を
過
去
最
多
の
９
人
擁
立
し
、
参
院
選
の

前
哨
戦
と
し
て
議
席
数
拡
大
を
目
指
す
攻
め
の
選

挙
を
展
開
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
全
員
当
選
と

は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
過
去
最
多
の
８
人
の

当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
自
民
党
公
認
候
補

全
員
で
獲
得
し
た
、
い
わ
ゆ
る
自
民
党
票
は
前
回

選
を
１
万
票
以
上
上
回
り
、
参
院
選
を
前
に
党
勢

拡
大
と
し
て
は
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と
分

析
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
回
の
選
挙
で
最
も
注
目
す
べ
き
は
、

女
性
の
投
票
率
が
男
性
の
投
票
率
を
上
回
っ
た
点

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
富
山
市
第
一
で

は
、
男
性
の
投
票
率
は
、
４
年
前
の
前
回
選
挙
と

同
じ
４２．
３９
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
女
性
は
４２．
５５

％
と
１．
２０
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
女
性

の
投
票
率
に
お
い
て
は
、
他
の
選
挙
区
で
も
男
性

の
投
票
率
を
上
回
っ
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
全
体
と

し
て
も
女
性
の
底
上
げ
が
目
立
つ
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

次
期
参
院
選
を
目
前
に
控
え
、
自
民
党
と
し
て

も
私
個
人
と
し
て
も
、
女
性
の
参
画
し
や
す
い
環

境
整
備
や
意
識
啓
発
に
一
層
力
を
入
れ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ぜひご覧ください。
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２月議会一般質問の詳しい様子は、富山県議会のホ
ームページでご覧いただけます。

ケーブルテレビ、インターネットで視聴いただけます。

６月議会では、６月25日（火）11：00～
予算特別委員会にて質問いたします。

Ｑ．
開
設
か
ら
１
年
の
実
績
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て
、
問
う
。

こ
の
１
年
間
は
、
幅
広
い
年
代
の
男
女
か
ら
、
５
６
８
件
の
電
話

相
談
と
、
４８
件
の
面
接
相
談
を
受
け
た
ほ
か
、
医
療
機
関
や
警
察
署

へ
の
同
行
支
援
も
１９
件
行
っ
た
。

ま
た
医
療
機
関
に
お
け
る
性
感
染
症
検
査
や
緊
急
避
妊
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
に
要
す
る
医
療
費
等
の
公
費
負
担
も
行
う
な
ど
、
相
談
者

の
状
況
に
即
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
他
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
警
察
に
被

害
の
届
出
を
行
っ
た
ケ
ー
ス
や
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
被
害
に

つ
い
て
、
労
働
局
の
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
に
至
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

性
犯
罪
・
性
暴
力
の
被
害
は
、
未
成
年
者
が
約
半
数
を
占
め
誰
に

も
打
ち
明
け
る
こ
と
が
で
き
ず
に
潜
在
化
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
さ

れ
る
が
、
ま
ず
は
、
勇
気
を
出
し
て
多
く
の
被
害
者
等
か
ら
相
談
い

た
だ
け
た
こ
と
は
、
被
害
者
等
支
援
の
大
き
な
一
歩
に
な
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。
ま
た
、
医
療
機
関
や
警
察
、
市
町
村
等
と
連
携
し
て
、

相
談
者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
支
援
に
繋
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
被

害
者
の
心
身
の
負
担
軽
減
と
潜
在
化
防
止
に
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。

※正式な議事録ではございません

性
暴
力
被
害
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
や
ま
に
つ
い
て

Ａ．
知
　

事

Ｑ．
現
在
、
協
力
医
は
富
山
市
内
の
み
と
聞
い
て
い
る
が
、
県

下
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

今
後
、
協
力
医
の
拡
大
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
、
問
う
。

Ａ．
危
機
管
理
監

県
で
は
、
豊
富
な
経
験
と
実
績
を
有
す
る
産
婦
人
科
医
３
名
を

協
力
医
と
し
て
委
嘱
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
診
察
や
相
談
対
応
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、

万
が
一
に
備
え
、
夜
間
等
も
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に
す
る
な

ど
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
と
や
ま
の
運
営
を
支
え
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
現
在
、
よ
り
幅
広
い
相
談
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
協

力
医
の
増
員
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
今
年
度
は
、
富
山
県
医
師
会
に
協
力
い
た
だ

き
、
性
暴
力
被
害
者
へ
の
適
切
な
医
療
提
供
等
の
た
め
の
研

修
会
を
２
回
開
催
し
た
が
、
小
児
科
や
泌
尿
器
科
、
整
形
外

科
な
ど
幅
広
い
診
療
科
の
医
師
に
受
講
い
た
だ
い
た
。

３１
年
度
は
、
受
講
者
の
中
か
ら
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
、

追
加
で
協
力
医
に
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
医
師
や

医
師
会
等
と
、
現
在
、
調
整
を
進
め
て
い
る
。
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平
成
31
年
３
月
７
日
　

予
算
特
別
委
員
会（
一
部
抜
粋
）

平
成
31
年
３
月
７
日
　

予
算
特
別
委
員
会（
一
部
抜
粋
）

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
に
つ
い
て

Ｑ．
子
ど
も
た
ち
の
多
様
な
教
育
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、県
教
委
で
は
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
作
成
中
で
あ
る
。い
つ
か
ら
、ど
の
よ
う
な
形
で
活
用
す
る
予
定
な
の
か
、問
う
。

Ｑ．
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許
状
保
有
者
の
小
中
学
校
へ
の
配
置
を
拡
大
さ
せ
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
教
員
養
成
と
そ
の
配
置
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
、
問
う
。

Ｑ．
ニ
ー
ズ
把
握
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
に
あ
た
り
、
教
員
の
十
分

な
事
前
研
修
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
、
問
う
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
良
い
ツ
ー
ル
だ
と
認
識
し
て
い
る
が
、
活
用
す
る
教
員

の
主
観
に
頼
ら
な
い
よ
う
客
観
性
を
持
た
せ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
発
達

障
が
い
の
レ
ッ
テ
ル
貼
り
に
な
ら
な
い
よ
う
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
　

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
増
加
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

本
県
に
お
い
て
は
、
昨
年
５
月
時
点
で
、
１，
２
６
８
人
の
児
童
生
徒
が
特
別
支

援
学
校
に
在
籍
（
５
年
前
と
比
べ
3．6
％
増
）
。
小
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
在

籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
は
１，
５
８
３
人
で
、
５
年
前
に
比
べ
る
と
35．
５
％
増
加
。

ま
た
通
級
指
導
を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒
は
２，
０
７
５
人
で
、
５
年
前
と
比
べ
る

と
85．
７
％
増
加
し
て
い
る
。

Ｐ
I
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近
年
、
地
域
の
小
中
学
校
に
お
い
て
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の

増
加
が
顕
著
で
あ
る
た
め
、
専
門
教
員
の
配
置
を
特
別
支
援
学
校
の
み
な
ら
ず
、

地
域
の
小
中
学
校
に
拡
大
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

本
県
教
員
の
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許
状
の
新
規
取
得
者
数
は
、
平
成
30
年
度

２
月
末
時
点
で
は
53
人
。

ま
た
、
保
有
者
数
に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校
で
は
、
平
成
27
年
度
の
３
６
６
人

か
ら
毎
年
増
加
し
て
お
り
、
30
年
度
は
12
月
末
時
点
で
４
３
２
人
と
な
っ
て
い
る
。

高
等
学
校
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
人
数
を
把
握
し
て
い
る
が
、
平
成
29
年
度
は

77
人
、
30
年
度
は
12
月
末
時
点
で
76
人
と
な
っ
て
い
る
。
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Ｑ．
高
等
特
別
支
援
学
校
で
は
、
卒
業
後
の
一
般
就
労
を
目
指
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
農
業
分
野
の
就
労
に
も
つ
な
が
る
よ
う
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
充
実
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

Ｑ．
高
等
学
校
に
お
け
る
今
後
の
通
級
設
置
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
問
う
。

高
等
学
校
で
の
通
級
設
置
及
び
そ
の
受
講
に
つ
い
て
は
、
レ
ッ
テ
ル
貼
り
に

繋
が
ら
な
い
よ
う
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
特
に
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
支
援
は
学
力
レ
ベ
ル
と
は
関
係
な
く
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。

Ｑ．
平
成
30
年
度
に
本
県
で
も
初
め
て
、
高
等
学
校
に
お
け
る
通
級
を
設
置
し
た

が
、
通
級
指
導
の
受
講
状
況
と
生
徒
が
受
講
し
た
理
由
を
踏
ま
え
、
通
級
設

置
の
評
価
に
つ
い
て
、
問
う
。

本
県
で
も
全
国
と
同
様
に
、
中
学
校
で
通
級
指
導
教
室
を
利
用
し
て
い
た
生
徒

や
、
自
閉
症
や
情
緒
障
が
い
な
ど
に
よ
り
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
し
て
い
た
生
徒

が
高
校
に
進
学
し
て
い
る
。

本
県
で
は
平
成
30
年
度
か
ら
新
た
に
定
時
制
高
校
４
校
に
通
級
を
設
置
し
て
い

る
。 Ｐ

I
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Ｑ．
高
等
特
別
支
援
学
校
を
希
望
し
て
い
な
が
ら
、
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

生
徒
へ
の
支
援
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
、
問
う
。

学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
り
、
高
等
特
別
支
援
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
特
別
支

援
学
校
は
、
視
覚
障
が
い
、
聴
覚
障
が
い
、
知
的
障
が
い
、
肢
体
不
自
由
、
病
弱

の
５
つ
の
障
が
い
種
別
を
有
す
る
児
童
生
徒
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

情
緒
障
害
だ
け
を
有
す
る
生
徒
は
入
学
で
き
な
い
。

本
県
の
高
等
特
別
支
援
学
校
は
軽
度
知
的
障
が
い
が
対
象
で
あ
る
が
、
知
的
障

が
い
の
な
い
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
で
も
入
学
希
望
が
あ
る
の
が
実
態
で
あ
り
、

本
県
独
自
に
、
制
度
の
隙
間
に
い
る
精
神
障
が
い
（
情
緒
障
が
い
）
に
つ
い
て
柔

軟
に
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
。

Ｐ
I
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Ｑ．
工
賃
向
上
の
一
端
と
し
て
、平
成
25
年
度
か
ら
優
先
調
達
を
行
っ
て
い
る
が
、平
成
29

年
度
の
実
績
金
額
は
全
国
で
ワ
ー
ス
ト
と
い
う
実
態
を
踏
ま
え
、本
県
で
も
積
極
的

に
障
害
者
就
労
施
設
等
へ
の
発
注
を
増
や
す
べ
き
と
考
え
る
が
、所
見
を
問
う
。

本
県
で
は
平
成
29
年
度
、
８
３
５
万
円
で
全
国
最
下
位
。
厚
生
労
働
省
が
発
表
し

て
い
る
全
国
の
優
先
調
達
額
一
覧
を
見
る
と
、
都
道
府
県
の
予
算
規
模
に
関
わ
ら

ず
、
取
り
組
み
の
差
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
お
り
、
１
億
円
を
超
え
る
県
も
あ
る
。
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Ａ．
教
育
長

３
月
末
ま
で
に
作
成
し
、
４
月
に
県
内
全
て
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
、
小
中
高
校
と
特
別
支
援
学
校
に
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
就
学
時
健
診
編
、
年
長
児
編
、
小
学
校
編
、
中
学
校
・

高
等
学
校
編
の
４
区
分
で
作
成
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
活
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
（
＊
こ
の
議
会
後
、
中
学
校
編
、
高
等
学
校
編
が
分
か
れ
、

５
区
分
と
し
て
配
布
）

こ
の
た
め
、
各
学
校
等
に
お
い
て
、
例
え
ば
、
就
学
時
健
診
時
に
子
ど
も
の
行
動
を

観
察
す
る
視
点
と
し
て
活
用
し
た
り
、
学
校
生
活
の
中
で
教
師
が
気
に
な
る
子
ど
も
の

様
子
や
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
時
に
活
用
し
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

Ａ．
教
育
長

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
教
員
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
者
全
員
に
目
的
や
活
用
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
な
ど
を
十
分

周
知
し
、
適
切
に
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
努
め
る
。

ま
ず
は
４
月
当
初
に
、
幼
稚
園
や
小
中
高
校
等
の
管
理
職
が
集
ま

る
会
議
に
お
い
て
周
知
す
る
予
定
。

ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
各
学
校
の
特

別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
小

中
学
校
の
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
会
議
で
説
明
す
る
。

さ
ら
に
、
各
学
校
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
、
小
中
高
校
の
巡
回
指

導
員
、
特
別
支
援
学
校
の
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
学

校
を
訪
問
し
、
助
言
し
て
い
く
。

Ａ．
教
育
長

小
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
生

徒
数
と
通
級
に
よ
る
指
導
を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒

数
が
大
き
く
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
員
全
体

の
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
専
門
性
を
高
め
る
こ
と

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
。

本
県
独
自
の
各
種
制
度
を
用
い
て
免
許
の
取
得
を

進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許

状
を
取
得
し
た
小
中
学
校
の
教
員
は
、
特
別
支
援
学

級
の
担
任
や
通
級
指
導
の
担
当
、
特
別
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
、
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
在
籍

す
る
普
通
教
室
の
学
級
担
任
に
配
置
し
て
お
り
、
特

別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
達
へ
の
支
援
を
し

て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

Ａ．
教
育
長

生
徒
の
自
尊
感
情
や
心
理
的
な
抵
抗
感
に
も
配
慮
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
生
徒
が
自
分
の
興
味
、
関
心
等
に

応
じ
て
科
目
を
選
択
で
き
る
単
位
制
を
導
入
し
て
い
る
定
時
制
高
校

に
導
入
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度
、
学
校
訪
問
を
行
い
、
各
学
校
の
通

級
指
導
の
現
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
通
級
実
施
校
の
担
当
教
頭

と
通
級
指
導
員
に
よ
る
研
究
協
議
会
を
実
施
し
な
が
ら
、
そ
の
効
果

を
検
証
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
検
証
を
行
い
、
学
校
と
し
て
対
応

で
き
る
自
立
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ａ．
教
育
長

本
県
の
高
等
特
別
支
援
学
校
は
、
軽
度
知
的
障
が
い
を
有
す
る
生
徒
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
が
、
情
緒
障
が
い
を
併
せ
有
す
る
生
徒
に
つ
い
て
は
、
主
た
る
知
的
障
が
い
に

対
応
し
た
指
導
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
情
緒
障
が
い
に
対
す
る
配
慮
を
し
な
が

ら
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

情
緒
障
が
い
を
有
す
る
生
徒
の
支
援
に
つ
い
て
は
３０
年
度
か
ら
、
県
立
高
校
で
通
級

に
よ
る
指
導
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
中

で
支
援
に
努
め
た
い
。

Ａ．
教
育
長

高
等
特
別
支
援
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
そ
の
開
設
に
当
た
り
、
ど
の

よ
う
な
企
業
へ
の
就
職
を
目
指
す
の
か
、
ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
知

識
・
技
能
が
必
要
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
、
知
的
障
害
者
を
雇
用
す
る
企
業
へ
の
聞
き

取
り
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。

農
業
分
野
の
就
労
に
つ
な
が
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
は
、
「
も
の
づ
く
り
」
の
一

環
と
し
て
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
ト
マ
ト
の
栽
培
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
乾
燥
果
物
や
味

噌
づ
く
り
な
ど
の
食
品
加
工
も
行
っ
て
お
り
、
平
成
２７
年
度
に
初
め
て
卒
業
生
を
送
り

出
し
て
以
来
、
今
年
度
ま
で
農
業
分
野
か
ら
問
い
合
わ
せ
は
３
件
あ
っ
た
が
、
求
人
に

結
び
付
い
て
い
な
い
。

就
職
に
つ
い
て
生
徒
に
幅
広
い
選
択
肢
を
用
意
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、

農
業
関
係
の
企
業
の
方
々
の
意
見
も
伺
い
、
研
究
し
た
い
。

現
在
、
定
時
制
高
校
４
校
で
、
計
１６
名
の
生
徒
が
通
級
指
導
を
受
け
て
い
る
が
、
い

ず
れ
の
生
徒
も
、
学
校
が
日
頃
の
様
子
を
見
て
、
他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

苦
手
と
思
わ
れ
る
生
徒
と
そ
の
保
護
者
に
受
講
を
薦
め
、
同
意
を
得
た
子
ど
も
達
で
あ

る
。
こ
の
生
徒
達
は
、
現
在
、
週
２
時
間
、
自
立
活
動
の
指
導
を
受
け
、
欠
席
す
る
生

徒
は
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
生
徒
か
ら
は
、
q
他
の
生
徒
や
先
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
w
丁
寧
な
指
導
を
受
け
、
改
善
に
意
欲
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た

e
自
信
を
も
っ
て
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
ま
ず
は
開
設
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

Ａ．
知
　

事

県
で
は
、
障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら
の
物
品
等
の
調
達
方
針
を
策
定
す
る
ほ
か
、
q

各
種
印
刷
物
の
発
注
や
啓
発
物
品
の
購
入
w
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
物
品
等
の
紹

介
e
共
同
受
注
窓
口
の
設
置
等
に
取
り
組
み
、
調
達
件
数
は
平
成
２５
年
度
の
２
１
１
件

か
ら
、
２９
年
度
に
は
９
３
７
件
と
約
４．５
倍
に
増
加
し
た
が
、
調
達
額
は
４
３
８
万
円
か

ら
８
３
５
万
円
と
約
２
倍
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
全
国
と
比
較
す
る
と
物
足
り
な
い
、

何
と
か
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

県
と
し
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
記
念
品
等
で
の
活
用
を
は
じ
め
、
物
品
の
購
入

や
印
刷
物
の
作
成
の
際
に
は
、
優
先
調
達
を
全
庁
的
に
進
め
る
。
ま
た
調
達
額
の
更
な

る
増
加
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
者
自
身
の
高
い
経
営
意
識
に
基
づ
く
付
加
価
値
の
高
い

商
品
の
開
発
や
、
清
掃
等
の
役
務
の
受
注
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
取
組

み
を
支
援
す
る
研
修
に
加
え
、
商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
等
に
必
要
な
備
品
購
入
へ

の
補
助
を
新
年
度
予
算
案
に
計
上
し
て
い
る
。

全
国
最
下
位
は
残
念
で
あ
り
、
障
害
者
施
設
か
ら
の
優
先
調
達
の
更
な
る
推
進
に
、

引
き
続
き
取
り
組
む
。

Ａ．
知
　

事
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予
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予
算
特
別
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員
会（
一
部
抜
粋
）

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
に
つ
い
て

Ｑ．
子
ど
も
た
ち
の
多
様
な
教
育
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、県
教
委
で
は
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
作
成
中
で
あ
る
。い
つ
か
ら
、ど
の
よ
う
な
形
で
活
用
す
る
予
定
な
の
か
、問
う
。

Ｑ．
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許
状
保
有
者
の
小
中
学
校
へ
の
配
置
を
拡
大
さ
せ
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
教
員
養
成
と
そ
の
配
置
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
、
問
う
。

Ｑ．
ニ
ー
ズ
把
握
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
に
あ
た
り
、
教
員
の
十
分

な
事
前
研
修
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
、
問
う
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
良
い
ツ
ー
ル
だ
と
認
識
し
て
い
る
が
、
活
用
す
る
教
員

の
主
観
に
頼
ら
な
い
よ
う
客
観
性
を
持
た
せ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
発
達

障
が
い
の
レ
ッ
テ
ル
貼
り
に
な
ら
な
い
よ
う
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
　

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
増
加
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

本
県
に
お
い
て
は
、
昨
年
５
月
時
点
で
、
１，
２
６
８
人
の
児
童
生
徒
が
特
別
支

援
学
校
に
在
籍
（
５
年
前
と
比
べ
3．6
％
増
）
。
小
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
在

籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
は
１，
５
８
３
人
で
、
５
年
前
に
比
べ
る
と
35．
５
％
増
加
。

ま
た
通
級
指
導
を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒
は
２，
０
７
５
人
で
、
５
年
前
と
比
べ
る

と
85．
７
％
増
加
し
て
い
る
。
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近
年
、
地
域
の
小
中
学
校
に
お
い
て
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の

増
加
が
顕
著
で
あ
る
た
め
、
専
門
教
員
の
配
置
を
特
別
支
援
学
校
の
み
な
ら
ず
、

地
域
の
小
中
学
校
に
拡
大
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

本
県
教
員
の
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許
状
の
新
規
取
得
者
数
は
、
平
成
30
年
度

２
月
末
時
点
で
は
53
人
。

ま
た
、
保
有
者
数
に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校
で
は
、
平
成
27
年
度
の
３
６
６
人

か
ら
毎
年
増
加
し
て
お
り
、
30
年
度
は
12
月
末
時
点
で
４
３
２
人
と
な
っ
て
い
る
。

高
等
学
校
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
人
数
を
把
握
し
て
い
る
が
、
平
成
29
年
度
は

77
人
、
30
年
度
は
12
月
末
時
点
で
76
人
と
な
っ
て
い
る
。
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Ｑ．
高
等
特
別
支
援
学
校
で
は
、
卒
業
後
の
一
般
就
労
を
目
指
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
農
業
分
野
の
就
労
に
も
つ
な
が
る
よ
う
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
充
実
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

Ｑ．
高
等
学
校
に
お
け
る
今
後
の
通
級
設
置
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
問
う
。

高
等
学
校
で
の
通
級
設
置
及
び
そ
の
受
講
に
つ
い
て
は
、
レ
ッ
テ
ル
貼
り
に

繋
が
ら
な
い
よ
う
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
特
に
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
支
援
は
学
力
レ
ベ
ル
と
は
関
係
な
く
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。

Ｑ．
平
成
30
年
度
に
本
県
で
も
初
め
て
、
高
等
学
校
に
お
け
る
通
級
を
設
置
し
た

が
、
通
級
指
導
の
受
講
状
況
と
生
徒
が
受
講
し
た
理
由
を
踏
ま
え
、
通
級
設

置
の
評
価
に
つ
い
て
、
問
う
。

本
県
で
も
全
国
と
同
様
に
、
中
学
校
で
通
級
指
導
教
室
を
利
用
し
て
い
た
生
徒

や
、
自
閉
症
や
情
緒
障
が
い
な
ど
に
よ
り
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
し
て
い
た
生
徒

が
高
校
に
進
学
し
て
い
る
。

本
県
で
は
平
成
30
年
度
か
ら
新
た
に
定
時
制
高
校
４
校
に
通
級
を
設
置
し
て
い

る
。 Ｐ

I
C
K 

U
P
　

Ｑ．
高
等
特
別
支
援
学
校
を
希
望
し
て
い
な
が
ら
、
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

生
徒
へ
の
支
援
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
、
問
う
。

学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
り
、
高
等
特
別
支
援
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
特
別
支

援
学
校
は
、
視
覚
障
が
い
、
聴
覚
障
が
い
、
知
的
障
が
い
、
肢
体
不
自
由
、
病
弱

の
５
つ
の
障
が
い
種
別
を
有
す
る
児
童
生
徒
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

情
緒
障
害
だ
け
を
有
す
る
生
徒
は
入
学
で
き
な
い
。

本
県
の
高
等
特
別
支
援
学
校
は
軽
度
知
的
障
が
い
が
対
象
で
あ
る
が
、
知
的
障

が
い
の
な
い
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
で
も
入
学
希
望
が
あ
る
の
が
実
態
で
あ
り
、

本
県
独
自
に
、
制
度
の
隙
間
に
い
る
精
神
障
が
い
（
情
緒
障
が
い
）
に
つ
い
て
柔

軟
に
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
。

Ｐ
I
C
K 

U
P
　

Ｑ．
工
賃
向
上
の
一
端
と
し
て
、平
成
25
年
度
か
ら
優
先
調
達
を
行
っ
て
い
る
が
、平
成
29

年
度
の
実
績
金
額
は
全
国
で
ワ
ー
ス
ト
と
い
う
実
態
を
踏
ま
え
、本
県
で
も
積
極
的

に
障
害
者
就
労
施
設
等
へ
の
発
注
を
増
や
す
べ
き
と
考
え
る
が
、所
見
を
問
う
。

本
県
で
は
平
成
29
年
度
、
８
３
５
万
円
で
全
国
最
下
位
。
厚
生
労
働
省
が
発
表
し

て
い
る
全
国
の
優
先
調
達
額
一
覧
を
見
る
と
、
都
道
府
県
の
予
算
規
模
に
関
わ
ら

ず
、
取
り
組
み
の
差
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
お
り
、
１
億
円
を
超
え
る
県
も
あ
る
。

Ｐ
I
C
K 

U
P
　

Ａ．
教
育
長

３
月
末
ま
で
に
作
成
し
、
４
月
に
県
内
全
て
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
、
小
中
高
校
と
特
別
支
援
学
校
に
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
就
学
時
健
診
編
、
年
長
児
編
、
小
学
校
編
、
中
学
校
・

高
等
学
校
編
の
４
区
分
で
作
成
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
活
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
（
＊
こ
の
議
会
後
、
中
学
校
編
、
高
等
学
校
編
が
分
か
れ
、

５
区
分
と
し
て
配
布
）

こ
の
た
め
、
各
学
校
等
に
お
い
て
、
例
え
ば
、
就
学
時
健
診
時
に
子
ど
も
の
行
動
を

観
察
す
る
視
点
と
し
て
活
用
し
た
り
、
学
校
生
活
の
中
で
教
師
が
気
に
な
る
子
ど
も
の

様
子
や
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
時
に
活
用
し
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

Ａ．
教
育
長

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
教
員
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
者
全
員
に
目
的
や
活
用
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
な
ど
を
十
分

周
知
し
、
適
切
に
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
努
め
る
。

ま
ず
は
４
月
当
初
に
、
幼
稚
園
や
小
中
高
校
等
の
管
理
職
が
集
ま

る
会
議
に
お
い
て
周
知
す
る
予
定
。

ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
各
学
校
の
特

別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
小

中
学
校
の
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
会
議
で
説
明
す
る
。

さ
ら
に
、
各
学
校
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
、
小
中
高
校
の
巡
回
指

導
員
、
特
別
支
援
学
校
の
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
学

校
を
訪
問
し
、
助
言
し
て
い
く
。

Ａ．
教
育
長

小
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
生

徒
数
と
通
級
に
よ
る
指
導
を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒

数
が
大
き
く
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
員
全
体

の
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
専
門
性
を
高
め
る
こ
と

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
。

本
県
独
自
の
各
種
制
度
を
用
い
て
免
許
の
取
得
を

進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許

状
を
取
得
し
た
小
中
学
校
の
教
員
は
、
特
別
支
援
学

級
の
担
任
や
通
級
指
導
の
担
当
、
特
別
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
、
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
在
籍

す
る
普
通
教
室
の
学
級
担
任
に
配
置
し
て
お
り
、
特

別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
達
へ
の
支
援
を
し

て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

Ａ．
教
育
長

生
徒
の
自
尊
感
情
や
心
理
的
な
抵
抗
感
に
も
配
慮
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
生
徒
が
自
分
の
興
味
、
関
心
等
に

応
じ
て
科
目
を
選
択
で
き
る
単
位
制
を
導
入
し
て
い
る
定
時
制
高
校

に
導
入
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度
、
学
校
訪
問
を
行
い
、
各
学
校
の
通

級
指
導
の
現
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
通
級
実
施
校
の
担
当
教
頭

と
通
級
指
導
員
に
よ
る
研
究
協
議
会
を
実
施
し
な
が
ら
、
そ
の
効
果

を
検
証
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
検
証
を
行
い
、
学
校
と
し
て
対
応

で
き
る
自
立
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ａ．
教
育
長

本
県
の
高
等
特
別
支
援
学
校
は
、
軽
度
知
的
障
が
い
を
有
す
る
生
徒
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
が
、
情
緒
障
が
い
を
併
せ
有
す
る
生
徒
に
つ
い
て
は
、
主
た
る
知
的
障
が
い
に

対
応
し
た
指
導
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
情
緒
障
が
い
に
対
す
る
配
慮
を
し
な
が

ら
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

情
緒
障
が
い
を
有
す
る
生
徒
の
支
援
に
つ
い
て
は
３０
年
度
か
ら
、
県
立
高
校
で
通
級

に
よ
る
指
導
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
中

で
支
援
に
努
め
た
い
。

Ａ．
教
育
長

高
等
特
別
支
援
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
そ
の
開
設
に
当
た
り
、
ど
の

よ
う
な
企
業
へ
の
就
職
を
目
指
す
の
か
、
ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
知

識
・
技
能
が
必
要
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
、
知
的
障
害
者
を
雇
用
す
る
企
業
へ
の
聞
き

取
り
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。

農
業
分
野
の
就
労
に
つ
な
が
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
は
、
「
も
の
づ
く
り
」
の
一

環
と
し
て
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
ト
マ
ト
の
栽
培
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
乾
燥
果
物
や
味

噌
づ
く
り
な
ど
の
食
品
加
工
も
行
っ
て
お
り
、
平
成
２７
年
度
に
初
め
て
卒
業
生
を
送
り

出
し
て
以
来
、
今
年
度
ま
で
農
業
分
野
か
ら
問
い
合
わ
せ
は
３
件
あ
っ
た
が
、
求
人
に

結
び
付
い
て
い
な
い
。

就
職
に
つ
い
て
生
徒
に
幅
広
い
選
択
肢
を
用
意
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、

農
業
関
係
の
企
業
の
方
々
の
意
見
も
伺
い
、
研
究
し
た
い
。

現
在
、
定
時
制
高
校
４
校
で
、
計
１６
名
の
生
徒
が
通
級
指
導
を
受
け
て
い
る
が
、
い

ず
れ
の
生
徒
も
、
学
校
が
日
頃
の
様
子
を
見
て
、
他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

苦
手
と
思
わ
れ
る
生
徒
と
そ
の
保
護
者
に
受
講
を
薦
め
、
同
意
を
得
た
子
ど
も
達
で
あ

る
。
こ
の
生
徒
達
は
、
現
在
、
週
２
時
間
、
自
立
活
動
の
指
導
を
受
け
、
欠
席
す
る
生

徒
は
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
生
徒
か
ら
は
、
q
他
の
生
徒
や
先
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
w
丁
寧
な
指
導
を
受
け
、
改
善
に
意
欲
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た

e
自
信
を
も
っ
て
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
ま
ず
は
開
設
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

Ａ．
知
　

事

県
で
は
、
障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら
の
物
品
等
の
調
達
方
針
を
策
定
す
る
ほ
か
、
q

各
種
印
刷
物
の
発
注
や
啓
発
物
品
の
購
入
w
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
物
品
等
の
紹

介
e
共
同
受
注
窓
口
の
設
置
等
に
取
り
組
み
、
調
達
件
数
は
平
成
２５
年
度
の
２
１
１
件

か
ら
、
２９
年
度
に
は
９
３
７
件
と
約
４．５
倍
に
増
加
し
た
が
、
調
達
額
は
４
３
８
万
円
か

ら
８
３
５
万
円
と
約
２
倍
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
全
国
と
比
較
す
る
と
物
足
り
な
い
、

何
と
か
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

県
と
し
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
記
念
品
等
で
の
活
用
を
は
じ
め
、
物
品
の
購
入

や
印
刷
物
の
作
成
の
際
に
は
、
優
先
調
達
を
全
庁
的
に
進
め
る
。
ま
た
調
達
額
の
更
な

る
増
加
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
者
自
身
の
高
い
経
営
意
識
に
基
づ
く
付
加
価
値
の
高
い

商
品
の
開
発
や
、
清
掃
等
の
役
務
の
受
注
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
取
組

み
を
支
援
す
る
研
修
に
加
え
、
商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
等
に
必
要
な
備
品
購
入
へ

の
補
助
を
新
年
度
予
算
案
に
計
上
し
て
い
る
。

全
国
最
下
位
は
残
念
で
あ
り
、
障
害
者
施
設
か
ら
の
優
先
調
達
の
更
な
る
推
進
に
、

引
き
続
き
取
り
組
む
。

Ａ．
知
　

事
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申
し
上
げ
ま
す
。

「
令
和
」
と
い
う
新
た
な
時
代
を
迎
え
、
早
く
も
ひ
と
月
余
り
が
経
過
し

ま
し
た
。
新
元
号
に
選
ば
れ
た
「
令
和
」
は
、
日
本
に
現
存
す
る
最
古
の
和

歌
集
で
あ
る
万
葉
集
か
ら
の
出
典
で
あ
り
、
越
中
国
守
で
あ
っ
た
大
伴
家
持

を
通
し
て
多
く
の
歌
が
詠
ま
れ
た
富
山
県
と
し
て
は
、
縁
の
あ
る
元
号
に
親

し
み
を
感
じ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
「
令
和
」
の
考
案
者
が
、

富
山
県
高
志
の
国
文
学
館
の
館
長
で
、
国
文
学
者
の
中
西
進
氏
だ
と
報
じ
ら

れ
た
こ
と
も
非
常
に
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
新
元
号
「
令
和
」
に
は
、
「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
文

化
が
生
ま
れ
育
つ
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
モ
ノ
に

溢
れ
た
現
代
日
本
に
お
い
て
、
よ
り
豊
か
な
社
会
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

を
考
え
た
と
き
、
心
の
豊
か
さ
に
行
き
つ
く
の
は
、
自
然
な
こ
と
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
と
い
う
大
き
な
課
題
を
抱
え
る
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
心
を
寄
せ
合
い
、
思
い
や
り
の
輪
を
広
げ
て
い
く

こ
と
で
、
よ
り
良
い
富
山
県
に
近
付
く
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
新
時
代
の
幕
開
け
と
と
も
に
、
私
も
皆
様
の
お
か
げ
を
持
ち
ま
し

て
、
３
期
目
の
任
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
任
期
中
、
前
半
２
年
間
は
、

経
営
企
画
常
任
委
員
会
の
委
員
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
総
合
計
画
や
財
政
、

ま
た
人
口
減
少
や
少
子
化
対
策
、
男
女
共
同
参
画
等
々
を
所
管
す
る
委
員
会

で
す
。

議
員
生
活
も
９
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
丁

寧
な
活
動
を
心
掛
け
て
い
く
所
存
で
す
。

末
筆
な
が
ら
、
時
節
柄
、
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

連 絡 先

076（431）5244 ＦＡＸ076（441）8421

友達リクエストの際にはメッセージを一緒に送って頂くようお願いします。
本人アカウント　奥野詠子（@Eiko_Okuno）　後援会アカウント　奥野詠子県議　後援会　詠桜会（@eiokai）

Facebook
ホームページ http://www.okunoeiko.jp/

Twitter

今
年
は
亥
年
。
選
挙
イ
ヤ
ー
で
あ
る
こ
と
は
ご

承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
統
一
地
方
選
と
参
院

選
が
１２
年
に
一
度
重
な
る
年
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
亥
年
選
挙
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

過
日
４
月
７
日
に
執
行
さ
れ
た
県
議
会
議
員
選

挙
に
お
い
て
注
目
さ
れ
た
投
票
率
は
、
県
下
全
体

で
４７．
０８
％
と
、
前
回
を
０．
２７
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、

微
増
と
な
り
ま
し
た
。

中
で
も
定
数
１１
人
に
対
し
て
１７
人
が
立
候
補
し
、

６
オ
ー
バ
ー
の
激
戦
と
な
っ
た
富
山
市
第
１
で
は
、

前
回
を
０．
６３
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
も
の
の
、
４２．

４７
％
と
激
戦
の
割
に
は
低
調
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
富
山
市
第
一
の
選
挙
で
は
、
自
民
党
公

認
候
補
を
過
去
最
多
の
９
人
擁
立
し
、
参
院
選
の

前
哨
戦
と
し
て
議
席
数
拡
大
を
目
指
す
攻
め
の
選

挙
を
展
開
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
全
員
当
選
と

は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
過
去
最
多
の
８
人
の

当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
自
民
党
公
認
候
補

全
員
で
獲
得
し
た
、
い
わ
ゆ
る
自
民
党
票
は
前
回

選
を
１
万
票
以
上
上
回
り
、
参
院
選
を
前
に
党
勢

拡
大
と
し
て
は
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と
分

析
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
回
の
選
挙
で
最
も
注
目
す
べ
き
は
、

女
性
の
投
票
率
が
男
性
の
投
票
率
を
上
回
っ
た
点

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
富
山
市
第
一
で

は
、
男
性
の
投
票
率
は
、
４
年
前
の
前
回
選
挙
と

同
じ
４２．
３９
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
女
性
は
４２．
５５

％
と
１．
２０
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
女
性

の
投
票
率
に
お
い
て
は
、
他
の
選
挙
区
で
も
男
性

の
投
票
率
を
上
回
っ
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
全
体
と

し
て
も
女
性
の
底
上
げ
が
目
立
つ
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

次
期
参
院
選
を
目
前
に
控
え
、
自
民
党
と
し
て

も
私
個
人
と
し
て
も
、
女
性
の
参
画
し
や
す
い
環

境
整
備
や
意
識
啓
発
に
一
層
力
を
入
れ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ぜひご覧ください。

令和元年６月発行

発行：自由民主党
富山県議会議員会
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htpp://www.pref.toyama.jp/sections/0100/

２月議会一般質問の詳しい様子は、富山県議会のホ
ームページでご覧いただけます。

ケーブルテレビ、インターネットで視聴いただけます。

６月議会では、６月25日（火）11：00～
予算特別委員会にて質問いたします。

Ｑ．
開
設
か
ら
１
年
の
実
績
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て
、
問
う
。

こ
の
１
年
間
は
、
幅
広
い
年
代
の
男
女
か
ら
、
５
６
８
件
の
電
話

相
談
と
、
４８
件
の
面
接
相
談
を
受
け
た
ほ
か
、
医
療
機
関
や
警
察
署

へ
の
同
行
支
援
も
１９
件
行
っ
た
。

ま
た
医
療
機
関
に
お
け
る
性
感
染
症
検
査
や
緊
急
避
妊
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
に
要
す
る
医
療
費
等
の
公
費
負
担
も
行
う
な
ど
、
相
談
者

の
状
況
に
即
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
他
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
警
察
に
被

害
の
届
出
を
行
っ
た
ケ
ー
ス
や
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
被
害
に

つ
い
て
、
労
働
局
の
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
に
至
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

性
犯
罪
・
性
暴
力
の
被
害
は
、
未
成
年
者
が
約
半
数
を
占
め
誰
に

も
打
ち
明
け
る
こ
と
が
で
き
ず
に
潜
在
化
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
さ

れ
る
が
、
ま
ず
は
、
勇
気
を
出
し
て
多
く
の
被
害
者
等
か
ら
相
談
い

た
だ
け
た
こ
と
は
、
被
害
者
等
支
援
の
大
き
な
一
歩
に
な
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。
ま
た
、
医
療
機
関
や
警
察
、
市
町
村
等
と
連
携
し
て
、

相
談
者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
支
援
に
繋
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
被

害
者
の
心
身
の
負
担
軽
減
と
潜
在
化
防
止
に
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。

※正式な議事録ではございません

性
暴
力
被
害
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
や
ま
に
つ
い
て

Ａ．
知
　

事

Ｑ．
現
在
、
協
力
医
は
富
山
市
内
の
み
と
聞
い
て
い
る
が
、
県

下
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

今
後
、
協
力
医
の
拡
大
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
、
問
う
。

Ａ．
危
機
管
理
監

県
で
は
、
豊
富
な
経
験
と
実
績
を
有
す
る
産
婦
人
科
医
３
名
を

協
力
医
と
し
て
委
嘱
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
診
察
や
相
談
対
応
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、

万
が
一
に
備
え
、
夜
間
等
も
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に
す
る
な

ど
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
と
や
ま
の
運
営
を
支
え
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
現
在
、
よ
り
幅
広
い
相
談
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
協

力
医
の
増
員
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
今
年
度
は
、
富
山
県
医
師
会
に
協
力
い
た
だ

き
、
性
暴
力
被
害
者
へ
の
適
切
な
医
療
提
供
等
の
た
め
の
研

修
会
を
２
回
開
催
し
た
が
、
小
児
科
や
泌
尿
器
科
、
整
形
外

科
な
ど
幅
広
い
診
療
科
の
医
師
に
受
講
い
た
だ
い
た
。

３１
年
度
は
、
受
講
者
の
中
か
ら
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
、

追
加
で
協
力
医
に
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
医
師
や

医
師
会
等
と
、
現
在
、
調
整
を
進
め
て
い
る
。


